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論文内容の要旨
ヒマラヤ山脈の南斜面縁辺部には.中部中新統から第四紀更新統までの陸成層シワリク層群が分布する。
この層群のパキスタン側分布域では古地磁気層序が確立し，古脊椎動物による生層序も提案されている。
しかしインド・ネパール側では古地磁気層序の確立したフィールドが少ないため.岩相層序をもとにした
生層序によって下部.中部，上部シワリク層群に医分されている。本論では，ネパール側において古地磁
気層序が確守.しているチュリア層群会研究対象としそこから尾山する中新統植物化石群集を用いて詳細
な植物化石棺・を設定した。さらにこの結果にもとづいて古環境変遷を論じ，古気候学的意義について考察
しTこ。
チュリア層群の最下部層であるアルンコーラ層.その上位のビナイフーラ層からは葉化石が豊富に産出
する。その層から産出する大型植物化石群集をもとにして本層群を下位よりCP・1，CP-2， CP-3， CP-4帯
に生層序区分した。 CP-l，CP-2相:は主とし熱帯常緑樹が産出する。とくにCP-2帯からは熱帯雨林要素ーで
あるDipterocαrpusが出現しかっ多躍することから，この時期に熱帯湿潤常緑樹林の植牛が推定される。
またCP-::l帯はTerminaliαなどの熱帯繕葉樹の増加や常緑樹の減少することから.この時期の肯植生は熱
帯半常緑樹林と推定される。さらにCP-4帯では落葉広葉樹が増加することから. この時期には，熱帯落
葉樹林へと移行したものと推定される。
化七ーの近似現生種の分布をもとに古気候を検討すると.CP-l帯.CP-2ftfでは乾期のない熱帯雨林に分
布する種が一部存在するのに対して.CP-3帯， CP-1帯では乾期の存在する地域に分布する種だけである。
このことからCP-2帯までは降水量の多い時期であったが.それ以降は乾期が長くなり，乾燥化したと推
定される。ただしCP-2帯で多く産1¥するDipterocarpusの近似現生種は.乾期の存在する地域に分布す
るため. CP-2帯から乾期は存在した可能性がある。つまり乾期が10MatiIj頃から始まり.7.5Ma頃にはそ
の期間が長くなり，現存.のネパールと閉じようなモンスーン林が成立したものと考えられる。
論文審査の結果の要旨
新第ご紀に入ってからのヒマラヤ 1[1脈の I~.昇はインド亜大|培を合むアジアの気候をそれ以前と大きく変
えたといわれているυ その変化を端的に示す地域がこのヒマラヤ山脈の尚j{J!1Jと北側である。筆者はこのう
ち南側IJのネパールに分布する巾新統Churja層群から産山した植物化石を検討することによって，モンスー
ン気候の発達をはじめとする中新世の古気候変遷を明らかにした。
Churia層群は古地磁気層序によって中部中新統から下部更新統までの 4累層に区分されているが.本
論文ではこの層群の下部2累層，すなわち下仲よりi¥rungKhola累j露とBinaiKhola累層の10層準35地
点、から産出した大型植物化石が堆積相とともに詳細に記載されている。これらの化石はインドBirbal
Shani古植物研究所の化石標木との比較検討のうえ同定され， 18科28属30種が確認された。筆者はこれら
の化石をChampionand Seth(1968)のインド熱帯植生灰分などに照合しながら各層準ごとの古植牛ーを
検討したc その結果， Arung Khola累層に 2帯， Binai Khola累層にも 2帯の植物化石帯が設定された。
化石害境界の年代は下位より.約l011a.9 :VJa. 7.5.¥tlaである。これらの境界年代を挟んで，古植生から
推定される古気候は次第に乾爆化が進んだことが読み取れ，モンスーン気候の明腕化が推定された。こと
に， 10Ma以降iこ，それまでの熱帯雨林気候から乾期を挟むようになり， 7.5!¥.!la以降は乾期の長さがほぼ
現仕のネバールと同じようなモンスーン気候に支配されるようになったことを示した。
筆者は，このような気候変化と堆積相から推定されるヒマラヤの上昇との聞に蜜接な関連のあることも
示している。すなわち， 10Ma前後からヒマラヤの変成岩起源の堆積物が卓越することによってヒマラヤ
のl二昇が推定される。さらに， 7.5Ma頃からは河川勾配の緩い蛇行河川堆積物から，洪水性の相粒堆積物
である傑質網状河川堆積物に変わっている。このことはヒマラヤの上昇とそれにもとづくモンスーン気候
の発達を示している。
以仁のように，本論文は層序の確立とそれに某づく堆積環境の推移を明らかにし，産出化石を詳細に記
載して精度良く古気候の変遷を推定できる方法を確立した。このように本論文は地質学ことに生層序学の
分野での発展に寄与する成果を得ており，博1:(理学)の学{すを授与するに値するものと審査した。
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